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　　ワークショップ 1 ： 担当科目の現状把握とAL導入科目
の選定
　　ワークショップ 2 ： こうすればイイね！？アクティブ・
ラーニング





























































































































へ進学する理由は 1 ）将来就きたい職業のため， 2 ）学びた
い学問があるから， 3 ）教養・技能の修得のための 3 つにほ






























作り上げようとする学生，の 4 つである。 1 と 2 は授業やテ






































































法』について図 1 が示された。大学で学ぶ意義は「 2 ．自分
の得意なこと，やれること」を増やして大きくするためであ
る。また，中央に据えた社会的自立・学修継続力を充たすに
は，「 3 ．誰かの（社会の）ためになること」を意識するこ
とも必要だと述べられた。
　次に「Ⅱ高等教育は，学生に何を身に付けさせるべきなの
か？」と題し，企業が求める人材像の話が続いた。企業が今
欲しているのは，顕在化していない本質的・潜在的なニーズ
や真の課題，真の提供価値を見抜ける人材であるという。大
学でこのような人材を育てる方法は，大学の研究活動にヒン
トがある。それは大学では研究に「帰納→演繹で考えるサイ
クル」（図 2 ）を必要とするが，これは企業が求める付加価
値創造のサイクル」（図 3 ）と全く同じと考えられると述べ
られた。
　しかし，何よりも学生のモチベーションが低くないことが
肝心である。そこで，山下氏は「Ⅲ主体性を引き出す原理と
実践方法」として，学生の主体性をどう引き出すかに話を進
められた。まず，“動機づけ”を外発的動機づけと内発的動
機づけに分ける。このうち後者が重要であり，内発的動機づ
けが生まれるには，学生に自分がやりたくて取り組んでいる
と感じられる「自己決定感」があること，十分にやれている
と感じて頑張るために「自己有能感」が必要なこと，存在価
値を認められている「安心感」の 3 つが必要だと述べられた。
また，大学における学びが学生にとって“自分事”になるよ
う，大学は仕組みを整えるべきだとも述べられた。最後に，
学習者中心の教育の成果の評価方法も必要である。講演では
図 1　学生に「自分の生きるテーマ」を見つけさせる方法
図 2　大学で研究に必要なサイクル
図 3　企業の価値創造のサイクル
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